
 

 

 
 
 

2023 年度 昭和大学（Ⅱ期）  
【 講 評 】 

昨年の昭和（Ⅱ期）と同程度。問題は全て，基本～標準的な問題。時間的にも余裕があるので完解
も可能。９割以上はとりたい。 
１ 水素原子に関する基本問題。運動方程式と量子条件の連立が多少時間がかかるが，問題は至って
基本的なので完解したい。 

２ A 基本的なモーメントの問題。計算ミスに注意したい。 
  B 標準的な２体問題。短時間で正当したい。 
３ 電気回路・電気振動に関する標準問題。スイッチを入れた直後や，定常状態における電流の流れ
方の理解が問われた。電気振動に関しては基本的。 

４ 放射性崩壊に関する標準問題。⑵は質量とエネルギーの関係がわかっていないと解きにくい。⑷
は崩壊系列を知らないと時間がかかる。 

 

解答速報 物理 



【　解　答　・　解　説　】	

１ 

解　答	

 ⑴　  ⑵　量子条件　，　  ⑶　  

 ⑷　  ⑸　 　，　  

解　説	

⑴　解答の通り 

⑵　解答の通り 

⑶　⑴の運動方程式と，⑵の量子条件から  を消去して   

⑷　 　に，  ，  を代入して    

⑸　光を放出したので，電子のエネルギーが下がる。よって高い軌道  から低い軌道  への遷移であることがわか

る。よって　        

　　また，振動数条件 

     

　　に，⑷のエネルギーを用いて      
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２ 

解　答	

 A ⑴　支柱 B：  N ，支柱 C：  N   ⑵　  m 

 B ⑴　加速度：  g ，張力：  g  

  ⑵　     ⑶　  

解　説	

A 

⑴　支柱 B，C が板を支える力の大きさをそれぞれ  ，  とすると， 

 力のつり合い       

 支柱 B まわりのモーメントのつり合い    

 ２式より      　，  

⑵　支柱 C から人の距離を  とすると 

 支柱 C まわりのモーメントのつり合い    

           m 

 よって A からの距離は       m 

B 

⑴　求める加速度，張力をそれぞれ  ，  とおくと，おもりと台車の運動方程式は 

    ，  

　　２式より，        g ，  g 

⑵　  に⑴の  を代入して     

⑶　仕事とエネルギーの関係式 

    

　　より         
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３ 

解　答	

 （A）⑴　    ⑵　    ⑶　  

 （B）⑷　   ⑸　  

 （C）⑹　   ⑺　  

解　説	

⑴　スイッチ  を閉じた直後はコンデンサーの電圧は  なので，キルヒホッフの第２法則 

     

　　より         

⑵　キルヒホッフの第２法則 

     

　　より         

⑶　十分時間が経過すると，回路には電流が流れないので，キルヒホッフの第２法則 

     

　　より           

⑷　エネルギー保存則 

     

　　より         

⑸　解答の通り 

⑹　電気振動の周期は 

     
　　なので，求める時間は 

          

⑺　エネルギー保存則 

     

　　より         
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４ 

解　答	

 ⑴　    ⑵　     ⑶　  ，  

 ⑷　c    ⑸　  崩壊：7 回　，  崩壊：4 回 ⑹　  

  
解　説	

⑴　求める粒子を  とおくと，核反応式 

      

　　と表せるので， ，  となり，     

⑵　分裂後の運動エネルギーは，質量の逆比に分配されるので 

    

　　よって         J 

⑶　  の崩壊は，原子番号が 1 増加しているので，  崩壊とわかる。よって質量数は変化しないので 

          

　　  の崩壊は，質量数が 2 減少しているので，  崩壊とわかる。よって質量数は 4 減少するので 

          

⑷　質量数は 4 の倍数で減少するので，  から始まる崩壊系列のうち選択肢に合うものは 

    のみ 

　　よって        c 

⑸　核反応式を考えて 

            

　　を解くと         ，  

⑹　半減期の公式 

    

　　より　         
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